
＜FB引落に更新処理も含ませたい＞ 例：更新処理がまだ済んでいない契約が３件あるので月次の FB引落に加算したい  FB ｸﾞﾙｰﾌﾟの設定で、更新処理を含めることができます。  但し、どの更新処理を含めるかの選択はできません。(該当月度の更新処理が全て  引落の対象になってしまいます）  設定箇所は、下記の通りです。(下図をご参照ください) 
No.２画面｢FB設定｣をクリック→｢FBグループ｣画面の該当の FBグループを選び｢修正｣ をクリック→｢FB請求グループ｣画面が開くので、下図の空白になっている欄から｢更新 精算当月｣を選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ただの｢更新｣を選ぶと その月度だけでなく、 全ての更新処理が対象 になってしまいます。 
以上 



＜FB引落に更新処理も含ませたい件の続き＞  下記２点の方法について記します。 １．FBグループ設定での操作はせず、家賃等通常の請求明細に手で追加する場合。 ２．FBグループ設定で｢+更新精算当月｣をする場合。 
 １．）例：３月家賃等と合わせて１２月の更新精算も請求 ３月家賃等の請求明細に手で｢更新精算｣を追加することになりますが、 その全ての合計額が、FB引落請求データに反映されます。   この場合、１２月の更新精算の請求明細は、削除するようにして下さい。   こちらの方法の長所は、該当の更新処理だけを引落すことができるところです。   短所は、すべて手作業なので、件数が多いと大変になるところです。 
 ２．）上記１と同じ例の場合 既にある１２月の更新精算の請求明細を、明細移動(後述します)で３月に移し、   FBグループ設定で｢+更新精算当月｣をします。   この場合、更新処理が未処理のままだと、更新精算の明細が｢未入金｣ではなく   ｢見積り｣と表示されますが、仮のチェックをとることにより｢未入金｣に直せます。   (５頁図参照)｢未入金｣に直せれば、請求できます。   こちらの方法の長所は、既にある更新精算の明細を生かせることです。   短所は、該当月(この場合３月)の更新処理の全てが引落の対象になってしまう事です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  明細移動のやり方 

 

 

該当の明細を選び ｢明細移動｣をクリック。 
左図のように｢請求台帳｣ 画面が開くので、変更先 の月度をクリック。 
(表示されている明細全て について行ないます) 図の場合、11月から 12月 に明細移動するとします。 明細移動したすぐ後は 左側にまだ｢更新精算｣が 表示されていますが、 それを選ぶと右側の明細が 表示されません。 



 

 

   以上が明細移動のやり方です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動先の 12月を選ぶと、 明細に更新精算分が入って います。 

一旦｢請求エディタ｣画面 を閉じて、再度開くと、 
11月の更新精算はもう 表示されません。 
 



 ｢見積り｣を｢未入金｣に直す方法 各名目の左端をダブルクリックして開く画面にある｢仮｣欄のチェックを外せば  ｢見積り｣の表示が｢未入金｣に変わります。(下図をご参照下さい)  ｢未入金｣になれば｢請求書作成｣や｢入金処理｣に表示されるようになります。 

 

 

 前記１．２．どちらの方法でも、入金後、更新決定してさしつかえありません。 
 以上 
 

 

 

 

 

 

 

 


